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第 9図  T23調査成果図 (1/60)

玉作湯神社側との崖面には、明瞭なノミ痕跡が検出されている。これは、造成時にこの岩盤の崖面

を研 り (はつり)(研 る=はつる=削 り落とす)、 苑池との境界を明確にしようとした意図ではない

かと考えている。

(4)T24(苑池南東角付近)
T21と T23の南端の玉作湯神社との境界崖面では、明瞭な研り痕が認められたが、園池の東端と

崖面はどのように区分けしていたのかという確認のために、この付近を精査したものである。ここ

でも園池の境界となる明瞭な研りと見られる盤 (のみ)痕を検出した。このノミ痕は径 3 cmほ どの

円形で、丁寧に所りがなされているように見える。

園池の東端となる中央に溝のある円形の積石は、この所り痕よりもレベル的に約30cmほ ど低い場

所にあり、苑池の水面はさらに数十clll低いと考えると、常時溜まっている水の水深は、T24ト レン

チ付近では、多くても30cmに満たない浅いものであったものと推察する。
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4。 ま とめ

今回の調査では、御茶屋建物に付随する庭園部分の調査を主たる目的としたものだったが、江戸

時代末期の遺構であることと、遺構面や地山面が覆上がほとんどない状態で検出されたことによっ

て、遺物が混同して判別が困難であったが、植栽の有無や園池の規模及びそれに付属する施設等を

礎石や配石の状況で確認することができた。

平成18年度に行われた調査では、本地が近世初頭に大規模な土木工事によって田中川の流れを変

えて敷地を造成したことが判明したが、今回の調査ではT21のサブトレンチの堆積状況から、造成

の状況や園池に水を引き込むための流路を検出した。

また、御茶屋に付属する庭園の園池東側の後背部分の造作の状況と手水鉢の位置が動いていたか

どうかの状況確認では、原位置のままではないかと思われること、園池後背に当たる東側の築山部

分には植栽痕は認められなかったこと、玉作湯神社側の崖面には極めて明瞭な研 り痕が認められ、

園池の境界が明確に確認できたのである。

今回調査を行った宮ノ上地区の田中川に面する北半は、全体的に、江戸時代に玉作湯神社側の崖

面を削って平坦地を造成して苑池を作って水を引き、更に借景としても活用するという極めて合理

的な用地の造成がされたものと推察され、今後の整備計画に有意義な成果となった。

【註】

註 1  重森千青「日本庭園」2010年 1月

註 2  上原敬二「庭園入門講座第 7巻」2000年 1月

註 3  上原敬二「飛石・手水鉢」1986年 4月
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向901 調査地近景 (北から)

日902 溝内玉石検出状況 (北から)



Fig03 溝底確認状況

Fig04 T21調 査終了 (東 から)



日905 T22調 査終了 (南 東から)

日906 T23調 査終了 (西から)
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Fig07 産面の研 り痕 (T23)
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Fig08  崖面σ)研 り痕  (T24)
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Fig 1 0 窪みのある丸石 (S-1)



Fig1 5 御茶屋建物石垣の現況
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